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長
野
県
教
育
委
員
会
で

は
、
社
会
の
大
き
な
変

化
と
急
激
な
少
子
化
の
中
で

も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
高
校

教
育
の
学
び
の
質
を
保
証
し

て
い
く
こ
と
が
次
世
代
に
対

す
る
私
た
ち
世
代
の
責
任
と

認
識
し
、「
新
た
な
学
び
の

推
進
」
と
「
新
た
な
高
校
づ

く
り
（
再
編
・
整
備
）」
を

両
輪
と
し
て
一
体
的
に
高
校

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　

そ
の
中
で
、
小
諸
商
業
高

等
学
校
と
小
諸
高
等
学
校
に

つ
い
て
、
今
後
両
校
の
学
校

規
模
の
縮
小
化
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
の
中
、
で
き
る
だ

け
早
期
の
統
合
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
施
設
の
整
備
期
間

等
を
考
慮
し
、
令
和
８
年
度

を
新
校
の
開
校
年
度
と
し
、

現
在
、
開
校
に
向
け
た
具
体

的
な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
、
新
校
の
教
育
内
容

の
決
定
し
て
い
る
部
分
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

問　

長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局

      

高
校
再
編
推
進
室

現在の長野県小諸商業高
等学校の校地を活用し、
新校開校を進めます。

校地・校舎

長
野
県
小
諸
義
塾
高
等
学
校

長
野
県
小
諸
義
塾
高
等
学
校
（
仮
称
）

（
仮
称
）

          
          

　　    

地
域
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

地
域
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

■ 長野県小諸義塾高等学校 ( 仮称 ) 
※ R8 年度開校。R7/11 月議会定例会において高等
　 学校設置条例の改正を提案、R8/4/1 施行（予定）。

新校名

2023 年度
（R5 年度）

2024 年度
（R6 年度）

2025 年度
（R7 年度）

2026 年度
（R8 年度）

2027 年度
（R9 年度）

2028 年度
（R10 年度）

小諸商業高校 閉校

小諸高校 閉校

小諸義塾高校 開校 1 年目 開校 2 年目 開校 3 年目

R5（2023）
新入生

1 年生
4 月入学 2 年生 3 年生

R6（2024）
新入生

1 年生
4 月入学 2 年生 3 年生

新校卒 1 期生
R7（2025）
新入生

1 年生
4 月入学 2 年生 3 年生

新校卒 2 期生
R8（2026）
新入生

1 年生
4 月入学 2 年生 3 年生

新校卒 3 期生

➡

➡

➡

➡➡

➡

➡

➡

開校前後の日程
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　今回の新校開校について、小中学生やその保護者等、地域の皆様に向けた説明会を開催いたします。
▶日　時　11/7 ㈫ 18:30 ～ 20:00（受付 18:00 ～）
▶場　所　小諸市市民交流センターステラホール
▶内　容　小諸義塾高等学校（仮称）の概要
　　　　　学びのイメージ、行事、クラブ、施設整備、令和 6 ～ 7 年度の小諸商業高等学校及び
　　　　 　小諸高等学校入学生への対応（一斉統合の手順）等
▶対　象　どなたでも参加できます（申込不要）
▶主　催　小諸商業高等学校、小諸高等学校、長野県教育委員会事務局 高校再編推進室
問　長野県教育委員会事務局　高校再編推進室　☎ 026-235-7452

長野県小諸義塾高等学校長野県小諸義塾高等学校（仮称）地域説明会地域説明会を開催開催します11/7 ㈫

■ 全日制課程
　 普通科３学級、商業科３学級、音楽科１学級
■ 定時制課程
　 商業科１学級

設置課程・学科および
開校時に想定する募集学級数

※グローカル（英：Glocal）とは……
　グローバル　（Global）と、ローカル（Local）を
　組み合わせた造語です。具体的には、地球規模で
　視野を持ちながら、地域の視点で問題を捉え、解
　決していこうとする考え方のことを指します。

新校の学びのイメージ

「地域を舞台に多様性を重視しグローカル※な
視点で未来を創造する 3 科融合校」を目指します。➡

〇 学科・教科横断型の学び
普通科・商業科・音楽科の枠を越えて他の科の学習もできるような教育課程を考えています。
また、複数の教科が連動した学習についても、取り組みを進めています。

〇 地域と連携した学び
小諸市を中心とした地域と連動した学習に取り組めるような仕組みを作ろうと考えています。
小諸市唯一の高校として地域と連携し、地域の発展に貢献できるような人を育てていきます。

高校時代に、実際の社会に出て実社会から多くのことを学び、多様な観点やグローバルな視点
を持てるような人を育てていきたいと考えています。

〇 本物に触れる学び

■ 新校 学びの３本の柱

１　地域をフィールドとした協働的・探究的な学
　　びを通して、地域の発展に貢献できる「課題
　　発見力」や「探究力」を育む。
２　グローバルな視野で、コミュニケーション力
　　や多様な観点から批判的に考察する力を育む。
３　主体的な学びを通して、自らの可能性と未来
　　を切り拓く力や、より大きな夢に挑戦する力
　　を育む。

■ 教育方針

実践的な学びを通して本物に触れ、年齢や立場
を越えた様々な人たちや多様な進路を志すもの
同士が協働して学ぶことで、新たな社会や価値
観を創造する人を育む。

■ 基本理念


